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３学期も残すところおよそ２ヶ月となりました。１

年間の仕上げの時期として、これまで学んできたこと

を生かして、しっかりと自分を成長させてほしいと思

っています。「○年生の０学期」といういい方をよくし

ますが、３学期は１年間の中で一番短い学期であり、

締めくくりとしてこれまでに学んできたことなどを

振り返りながら、新しい年度に向けて目標を定め、よ

いスタートが切れるように準備をするための学期で

あると位置づけられるからとも言えます。３年生は目

の前に中学卒業が迫っていますが、卒業後の進学先等

にむけた準備の学期とも言い換えることができるで

しょう。 

先日ある本を読んでいて、ハッとさせられることが

あり、ぜひ皆さんにも読んでいただきたいと思いまし

たので、ここでご紹介します。「『客観性の落とし穴』

村上靖彦著、ちくまプリマー新書刊」という本です。

自然科学の発展に伴う、様々な事象をデータ化して客

観化していったことで、数値化できない個々の人の経

験といったものなどを排除し、数字に置き換えられる

ものを重要視するあまり、多くの人が競争に縛られて

苦しんでいる現状があるのではないかと警鐘を鳴ら

している本です。決して筆者は客観的なデータを否定

しているのではなく、ひとり一人の経験といった数値

やデータでは捉えられないものも大切にしていくこ

とで、マイノリティも尊重される社会が形成されてい

くのではないかと述べています。 

この本で特に印象に残った部分としては、「科学の

発展とともに、我々の生活が統計に支配されるように

なっていき、数値で序列化していくようになる。経済

的に役立つものが価値のあるものとなっていった。」

という歴史的流れが、順を追って述べられていたとこ

ろです。私たちも無意識のうちに経済性を第一に物事

を価値付けしている面があるのではないかと考えさ

せられました。 

昭和の末期の時期に画一的な管理教育と言われる、

厳しい校則等で生徒を縛っていく教育から、「個性の

尊重」という言葉が前面に打ち出されるようになり、

ひとり一人の個性を大切にしようという教育活動が

進められてきました。本校においても、生徒ひとり一

人の判断を大切にするように、服装等に細かく規則を

定めることなく教育活動を行っています。昭和６０年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

代から４０年以上の長きにわたって個性を大切にす

るように教育活動をおこなってきているものの、面接

練習等で生徒に進路への考え方などを尋ねると、多数

の生徒から同じような考え方が聞かれます。例えば、

「つきたい職業はまだ決まっていませんが、高校卒業

後、大学に進学したい。」や、「○○大学への進学がで

きるので、附属校である高校に進学したい」といった

言葉です。大学への進学が先にあり、そこから進学理

由を考えていくことや、進学したい大学名が先にあり、

その大学に進学できれば何を学ぶのかは後付けでよ

いという考え方がその根底にあることが分かります。

多くの生徒にこういった考え方があることは、数値化

され経済的に役立つものが価値付けされているとい

う現代社会を大いに反映しているのではないかと思

います。 

個性というのは、国語辞典を調べると「他の人と違

った、その人特有の性質・性格」と説明されます。人

は皆自己の世界をもっています。時間と空間を考慮す

ると決して自分と他者は同じ景色を見ることができ

ません。意識の内外にいて、ひとり一人異なる世界を

皆がもっているということができます。そう考えると、

個性というのは、ひとり一人の世界の違いであるとい

うことができるでしょう。先ほどご紹介した本にある

ように、客観性を重視している現代社会においては、

自己の世界が数値化された尺度によって序列化され

知らず知らずのうちに意味を失っていっている可能

性があります。学校教育において「個性の尊重」、「多

様性を受け入れる」等の個々を大切にするということ

が掲げられているものの、現実にはその価値が実現さ

れてはいないのではないかという、大きな反省が生ま

れてきました。よりひとり一人を大切にする教育活動

を充実させ、様々な角度から物事を考えていく活動を

充実させていくことが必要だと考えています。 

今月の学校便りには、２学期に実施した様々な調査

の結果を掲載させていただきました。統計的に分析を

行い、客観的に本校の現状を把握していきたいと思い

ますが、個々の生徒・保護者・地域の皆様の声も大切

にしていきたいと考えています。天沼中学校に関わる

人全員にとってしあわせを創る学校となれるように

していきたいと思います。 

個性の尊重 
校長 池田 和幸 
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 11 月に行われた杉並区中学校生徒対象の「意識・実態調査」の本校の結果です。数値は肯定的（「当てはまる」

「どちらかといえば当てはまる」）に答えた生徒の回答率となっています。赤字は肯定率 70％未満の値です。 

授業については「内容が分かる」と答えた肯定率が高いことに対して「得意である」と答えた肯定率が低く、

学校での授業内容は理解できるが学習に対する苦手意識があることがうかがえます。「計画的に学習を進めるこ

と」や「教科書を読むなどして授業で学習することに見通しを持つこと」、「どうやったらうまくいくか考えてか

ら学習すること」等を身につけていくことが必要であると考えます。また、「学習の方法やペースを自分で選んだ

り決めたりしながら学ぶ」「わからないことがあれば先生が自分に合わせて教えてくれる」「自分が考えたことを

積極的に他の人や先生に伝えようとしている」などの肯定率が低いことから、個に応じた学習、協働的な学習を

進めていくことが本校の課題であると読み取れます。読書習慣や学習習慣についても学年ごとに違いがあります。

表が小さく見にくいところもありますが、ご家庭でもご覧いただき参考にしてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉並区「意識・実態調査」の結果について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月に取り組んでいただいた杉並区「教育調査」の保護者アンケートの結果です。青字が杉並区の平均肯定

率に対して４％以上高い値、赤字が４％以上低い値となっています。 

アンケートからは特別支援に関する項目が低いことが読みとれます。本校では学びの教室として「天沼ほっと

スペース」の取組や個別学習を行う「プレ天沼ほっとスペース」を行っています。特別支援ではありませんが教

室以外の学習の場としての校内別室登校支援「天沼ほっとタイム」の取組、学校支援本部による放課後や休日の

学習教室「天沼倶楽部」「英語カフェ」の取組なども行っていますので、今後これらの取組に対して積極的に情報

提供していこうと思います。杉並区の平均値と比べて低いわけではないですが、「学校はいじめを絶対に許さな

いという雰囲気がある」「子どもが人間関係や自分自身の心の問題に悩んだとき、学校は、その解決を、きめ細や

かに支援してくれている」の項目が肯定率 50％を下回っていることについては課題として受け止め、改善に向

けて取り組んでいきます。ご多用の中、アンケートにご協力いただきありがとうございました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杉並区「教育調査」保護者アンケートの結果について 



 

 
 総務省の 2024 年度「青少年のインターネット・リテラシーに関する実態調査」（ILAS）に申し込み、12 月

に調査を実施しました。インターネットリテラシーとはインターネットを安全かつ効果的に利用するための知識

やスキルのことを指します。学年が上がるにつれて正答率が高くなっていることがうかがえますが、有害情報リ

スクやセキュリティーリスクについては課題がみられます。ご家庭でもご覧いただき、インターネットの利用の

仕方について話し合う機会としてください。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   
 

 

 

 

1２月から書道の授業を行い、書初め教室や冬休みの宿題で取り組んだ書初め作品を校内に

て展示しています。学年ごとの課題の文字にそれぞれの思いを乗せた書写作品が並び、新年の

伝統行事として生徒が一生懸命に取り組んだ様子が感じられます。2 月には学習展示発表や土

曜公開授業もありますので、ぜひ学校にてご覧ください。 

１月１８日～２４日、杉並区書初め展が区役所

ロビーで開催されました。本校からは右の６人が

選ばれ、展示されました。 

長谷川英南（３年）都展出展   

荒井陽（３年） 安藤舞（3 年） 日比野萌（３年）  

矢萩凛々（２年） 山口心寧（２年） 

総務省「青少年のインターネット・リテラシーに関する実態調査」（ILAS）の結果について 

 

書初め展 

 


